
議 案 質 疑

一般質問

田
渕
　

新
公
立
病
院
は
現
多
久
市
立
病

院
、小
城
市
民
病
院
の
職
員
を
維
持
し
て

ス
タ
ー
ト
す
る
と
聞
い
た
が
、こ
の
体
制
で

大
丈
夫
か
。

答
弁
　

新
た
に
設
置
す
る
診
療
科
は
大
学

等
に
医
師
派
遣
を
お
願
い
し
ま
す
。現
在

の
医
師
、看
護
師
は
検
診
や
訪
問
診
療
な

ど
新
た
な
分
野
も
含
め
役
割
分
担
を
し
、

効
率
的
な
運
営
に
な
る
よ
う
検
討
し
て
い

ま
す
。

田
渕
　

診
療
報
酬
で
は
、医
療
法
に
お
け

る
人
員
配
置
標
準
を
踏
ま
え
、手
厚
い
配

置
で
あ
れ
ば
加
算
、標
準
を
下
回
る
配
置

で
あ
れ
ば
減
算
さ
れ
る
が
、新
病
院
で
は

ど
う
な
る
の
か
。

答
弁
　

新
病
院
で
は
人
員
的
に
専
任
配
置

に
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、人
員
要
件

を
満
た
し
、感
染
管
理
加
算
や
医
療
安
全

加
算
な
ど
新
た
な
加
算
が
取
れ
る
分
野
が

出
て
来
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

田
渕
　

新
病
院
の
医
師
や
看
護
師
等
そ
れ

ぞ
れ
の
数
は
、ど
れ
だ
け
が
妥
当
な
の
か
。

患
者
数
や
収
益
は
ど
う
見
て
い
る
の
か
。

答
弁
　

人
員
に
は
余
裕
が
出
て
く
る
と
思

う
の
で
、計
画
的
に
適
正
化
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

　
収
益
は
総
収
入
で
約
23
億
円
か
ら
24
億

円
、１
日
当
た
り
の
入
院
患
者
１
１
７
名
、

外
来
患
者
数
２
９
１
名
程
度
を
想
定
し
、

経
営
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
い
ま
す
。

多
久
・
小
城
地
区
新
公
立
病
院
の

今
後
の
課
題
に
つ
い
て

飯
守
康
洋

飯
守
　

整
備
事
業
に
つ
い
て
、市
民
へ
の
説

明
な
ど
は
ど
う
さ
れ
る
の
か
。

答
弁
　

昨
年
、建
設
候
補
地
の
決
定
以

降
、令
和
元
年
１０
月
２５
日
に
全
市
民
を
対

象
と
し
て
中
央
公
民
館
で
事
業
内
容
に
つ

い
て
説
明
し
、ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
も
放
映

さ
れ
、そ
の
後
、嘱
託
員
会
で
も
説
明
し
ま

し
た
。

　
今
年
度
は
１０
月
３０
日
に
羽
佐
間
地
区
の

住
民
及
び
別
府
一区
・
二
区
・
三
区
の
役
員

の
方
々
を
対
象
と
し
て
地
元
説
明
会
を
開

催
し
、１１
月
24
～
27
日
の
各
町
嘱
託
委
員

会
に
お
い
て
、同
様
の
内
容
で
説
明
を
行

い
、12
月
か
ら
令
和
３
年
１
月
末
に
か
け

て
建
設
基
本
計
画
に
つ
い
て
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

飯
守
　

各
町
単
位
で
、市
長
が
直
接
意
見

交
換
で
き
る
説
明
会
を
開
催
す
べ
き
だ
と

考
え
ま
す
が
。

答
弁
　

必
要
に
応
じ
て
開
催
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
が
、開
催
の
方
法
や
内
容

に
つ
い
て
は
、検
討
し
て
い
き
ま
す
。

飯
守
　

東
多
久
町
羽
佐
間
地
区
に
整
備
す

る
こ
と
に
よ
る
、新
・
旧
病
院
周
辺
の
ま
ち

づ
く
り
に
関
し
て
の
課
題
・
対
策
を
ど
う

考
え
る
の
か
。

答
弁
　

新
た
に
整
備
す
る
公
立
病
院
の

周
辺
に
つ
い
て
は
、交
通
量
の
増
加
な
ど

が
見
込
ま
れ
、接
す
る
県
道
改
良
の
早
期

完
成
に
向
け
引
き
続
き
努
力
す
る
と
と
も

に
、周
辺
地
域
と
共
生
で
き
る
よ
う
な
、ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

市
立
病
院
跡
地
に
つ
い
て
は
、新
病
院

の
分
院
、ま
た
は
サ
テ
ラ
イ
ト
と
し
て
の
利

用
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

多
久
・
小
城
地
区
新
公
立
病
院

整
備
事
業
に
関
し
て

田
渕
　
厚

※発言の一部を抜粋して掲載

野北 悟
■西渓公園等の指定管理者の指定
について
Q 西渓公園については、重要な観光
資源として認識していますが、長きにわたって親し
み愛でてこられた地元の老人会等から、公園の管
理についてご意見があったと思いますが、その内

古賀 公彦
■新公立病院整備に要する経費につ
いて
Q 造成設計委託料の内容と財源の
詳細は。
A 敷地の盛土や用排水計画等について検討し、
造成設計や開発行為申請等に必要な図面の資料
作成を行います。財源は、多久市と小城市からの負
担です。
Q 地質調査と測量の進捗状況は。
A 開発支援業務は、公益財団法人佐賀県建設技
術支援機構に委託している。その支援機構や測量
業者と協議を行いながら、現地測量業務の発注な
ど、事業を進めています。
Q 国や県からの交付金や助成金などの検討は。

中島 慶子
■多久市放課後児童健全育成事業
負担金徴収条例の一部を改正する条
例について
Q 改正の詳細は。
A 保護者から徴収する負担金を、月1,000円程度
増額改定するものです。
Q コロナ禍の状況で、国等も生活安定の支援策を
講じている時期に、総合計画の中で「子どもすくす
く―教育重視・子育て応援のまちづくり」を掲げて
いる多久として、先送りできないか。
A 事業費の保護者負担割合は、国の考え方では
50％程度ですが、市では25パーセント程度を想
定しています。現在、保護者から徴収する金額は負
担金1,500円、おやつ代1,000円の2,500円で据

え置いてきましたが、事業費が増え、そのままでは
保護者負担割合は20％を切る予測となっていま
す。負担金を今の２倍ぐらいに増額しなければ、市
の想定している保護者負担割合にはなりません。
今回の改定は、引き上げ額を抑え、今後段階的に
負担金を増額していく計画ですので、ご理解いた
だきたい。

A 国の補助金等の財政支援措置は、病院事業債
に対する交付税の割増分、医療機関統合支援給付
金、地域医療介護総合確保基金(国・県)など。また
病院事業債と併せて過疎対策事業債も活用でき
る。他にも災害拠点病院の建築に関する補助金な
ど積極的に活用していきます。

容と対応は。
A 高木の枝の剪定や除草作業が隅々まで行き
渡っていない等のご意見があり、現指定管理者と
除草作業の徹底や枝が伸びすぎた樹木について
の協議を行ったところです。今後も重要な観光資源
と位置づけ全体的な整備ができればと考えていま
す。

子ども達が放課後の時間を過ごす教室
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